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研究室報告
①
　
今年度は、野間信幸教授（国内特別研究）と山口しのぶ教
授（国外特別研究）が研究に専念するために講義等を担当しなかった。
②
　
今年度も新入生歓迎行事として四月二三日に「新入生研修
旅行」を行い、千葉県佐倉市の国立歴史民俗博物館を見学した。東洋思想文化学科一年生のガイダンスとして実り多い学会となり、また学生相互あるいは教員との交流を深めることができた。関係各位には厚く御礼申し上げます。
③
　
今年度は海外文化研修（インドネシア）を九月七日から
一五日の日程で実施した。哲 科、英米文学科、教育学科からも参加者があり、伊藤摂子氏（教育学科助教）に引率そ他の面で御協力をいただいた。また、現地にて海外特別研究中の山口しのぶ教授も全日程にわ って同行し、研修の実施に協力した。
④
　
十一月一八日には「東洋大学文学部伝統文化講座」の一環
として、東洋思想文化学科主催、東洋大学仏教会・ 仏教青年会協力にて、真言宗豊山派迦陵頻伽聲明研究会による聲明公演「大般若転読会
　
智慧の梵風に吹かれて」 （本学井上円
了ホール、十四時四十五分～十六時十五分）を開催し 出演者の皆様及び関係各位には厚く御礼申し上げます。
⑤
　
本年度、大学院（インド哲学仏教学専攻）の公開研究発表
会を春学期（六月二十八日）と秋学期（十一月二十二日）に開催した。春学期は新入生研究計画：蓮見太郎、古川峻、村田良子：伊藤頼人（
D
3 ） 「 『マハーバーラタ』における戦争
の形─鉄の矢
 nārāca について─」 ：藤井明（
D
3 ） 「インド密
教における大自在天の住処─『ブータダーマラ・タントラE
kalinga の記述を中心として─」板敷真澄（
D
3 ） 「初期真宗
における東国門徒の戒律観」 ：藤井明（
D
2 ） 、板敷真澄（
D
3 ） 、
の研究発表があった。また秋学期は谷釜智洋（
M
2 ） 「真宗大
谷派 布教冊子『御大典と真宗』にみる「真俗二諦」論─皇道仏教化に着目して─」 ：プラマハ・バンジェット（
D
1 ） 「布
薩犍度における境界 （
sīm
ā ） 」 ：崎山忠道 （
D
2 ） 「 『了本生死經』
における「内縁起」の「因」 ついて─他の四漢訳に引き継がれなかった個所を中心と 鈴木伸幸（
D
2 ） 「
Śiks4ās 
am
uccaya の菩提心説における菩薩乗と声聞乗」
 
　
また両発表大会に先立ち、学外講師をお招きし御講演戴い
た。各大会の講師名、所属、講演テーマは以下の通りである
 
　
‌‌ （春学期発表大会）
引
田
弘
道
先
生（
愛
知
学
院
大
学
文
学
部
宗
教文化学科教授） 「神と祭祀─ 『サートヴァタ・サンヒター』を中心として─」
 
　
  （秋学期発表大会）西村実則先生（大正大学仏教学部教授）題目「マガダ語からサンスクリットへ─インド仏教徒の使用言語─」
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両先生には厚く御礼申し上げます。
⑥
　
本年度のティーチングアシスタントは、板敷真純、黒田祐
介、澤田容子、志村敦弘、藤井明、三澤博枝、盛田綾希（五〇音順）の各氏が担当した。
⑦
　
本年度の卒業論文・制作の提出者は、第Ⅰ部東洋思想文化
学科では一〇六名、第Ⅱ部東洋思想文化学科では一四名、また第Ⅰ部インド哲学科では四名、中国哲学文 三名であっ 。大学院の修士論文提出者はインド哲学専攻では一名、中国哲 専攻では四名であった。本年度の優秀論文に対する褒賞は左記の通り ある。
【校友会奨学基金】　
学
　
部
　　
  村田啓輔 「一乗思想における
dharm
adhātu の
意
義
」
（Ⅰ部）
　　　　　　
  山口
　
満
「高適における
「知己」
の表現について」
（Ⅱ部）
　
大学院（インド哲学仏教学専攻）
　
該当者無し
　
　　 　
（中国哲学専攻）
　
  豊
田
尚
徳「
康
有
為
の
大
同
思
想
形
成
の過程」
【勧学奨学基金】　
学
　
部
　　
  笹谷怜那「北東インド・ナガランド人のアイデンティティの源泉」 （Ⅰ部）
　　　　　　
  杉山陽子「ハタ・ヨーガの伝統─主要
3文献の比
較」 （Ⅱ部）
【田村芳朗奨学基金】　
学
　
部
　　
石井慶太「戦時中における鈴木大拙の思想」 （Ⅰ部）
　　 　　　
  伊藤萌子「弥勒仏像の信仰と図像的特徴 関係性─中国と日本の作例を中心 」 （Ⅱ部）
　
大学院
　
該当者無し
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二〇一七年度業績（二〇一七年一月～十二月）伊吹
　
敦
○研究活動〈論文〉「 『楞伽師資記』と『跋陀三藏安心法』─その日本將來と天台
宗への影響」 （ 『東洋思想文化』四、二〇一七年三月三十日、一二〇～一六〇頁）
「初期禅宗と最澄の円頓戒─石田瑞麿・鏡島元隆両氏の所論に
反駁す」 （ 『禅研究所紀要』四五、二〇一七年三月三一日、一三六～一六 頁）
「臨済と普化─禅思想の完成と新たな聖者像への欲求」 （ 『 『臨済
録』研究の現在』禅文化研究所、四、二〇一七年六月三〇日、八九～一一〇頁）
〈その他〉
「禅の終焉（中）
　
要説・中国禅思想史
　
四八」 （ 『禅文化』
二四三、二〇一七年 月二十五日、一 〇～一 八頁）
「禅の終焉（下）
　
要説・中国禅思想史
　
四九」 （ 『禅文化』
二四四、二〇一七年四月二十五日、一〇七～一一七頁）
「仏教界の覚醒と禅（上）
　
要説・中国禅思想史
　
五〇」 （ 『禅文
化』二四五、二〇一七年七月二十五日、四九 五 頁）
「仏教界の覚醒と禅 （中之上） 」 要説・中国禅思想史
　
五一」 （ 『禅
文化』二四六、二〇一七年十月二十五日、一三六～一四五頁）
〈学会活動〉
所属学会ならびに役職
日本佛教学会（理事） ／日・韓・中国際仏教学術大会（幹事・編集委員） ／東アジア仏教研究会（役員） ／日本印度学仏教学会（会員） ／早稲田大学東洋哲学会（会員）
学会発表等「初期禪宗と般若經」 （二〇一七年五月二十日、国際禅研究プロジェクト第Ⅱ部会第一回研究発表例会、東洋大学白山キャンパス、文学部会議室、十月二十八日、第七回日中仏学会議、中国烟台市福山賓館）「道璿による 開法」 と最澄への影響」 （二〇一七年六月十七日、国際禅研究プロジェクト第Ⅰ部 第一回研究発表例会、大学白山キャンパス、文学部会議室）「最澄が「四宗」を相承したとする言説はいかにして生まれたか？」 （二〇一七年九月二日、日本印度学仏教学会第六八回学術大会、特別部会、花園大学・惺々 四〇三教室）
〈講演〉
「中国仏教の基礎知識」 （二〇一七年一月三十日、アジア冠婚葬
祭業国際交流研究会、冠婚葬祭総合研究所）
「禅宗の成立と日本への伝来」 （二〇一七年三月十日、第七八回
ＪＲ東海生涯学習財団歴史文化講座、よみうりホール）
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「胡適の禅研究の史的意義とその限界」 （二〇一七年七月三日、
駒澤大学仏教学会、駒澤大学駒沢キャンパス中央講堂）
「禅研究の意義と国際的禅研究ネットワーク構築の必要性─ 「武
漢大学国際禅文化研究中心」と「東洋大学国際禅研究プロジェクト」 ─」 （二〇一七年五月二十七日、武漢大学国際禅文化研究中心設立記念講演、武漢大学）
〈研究プロジェクトへの参加〉
科学研究費助成金「海外の研究者との連携による中国・日本に
おける禅思想の形成と受容に関する研究」 （基盤研究（Ａ）17H
00904 ）硏究代表者
井上記念研究助成：海外協定校との共同研究「中国人民大学・
金剛大学校と結んだ交流協定に基づく国際シンポジウムの共同開催」硏究代表者
井上円了記念研究助成：東洋学研究所プロジェクト「東アジア
における仏教思想の成立と展開、並びにその意義の解明」究代表者
○教育活動〈学内担当科目〉
学
　
部：東洋思想文化演習・卒論指導⑥（Ⅰ部、通年）
中国仏教史Ａ（Ⅰ・Ⅱ部、春学期）中国仏教史Ｂ（Ⅰ・Ⅱ部、秋学期）仏教漢文Ａ（Ⅰ部、春学期）仏教漢文Ｂ（Ⅰ部、秋学期）
東洋思想特講ⅡＡ（Ⅰ部、春学期）東洋思想文化への誘いＡ（Ⅰ部・Ⅱ部、春学期）一回
担当
　「中国仏教入門」 （七月十二日、一時限／七月八日、七時限）
東洋思想文化への誘いＢ（Ⅰ部・Ⅱ部、秋学期）一回
担当
　「禅思想入門」 （十一月二十二日、一時限／十一月二十五日、六時限）
近代化と東洋（Ⅰ・Ⅱ部乗り入れ、秋学期）一回担当　「中国の近代化と仏教」 （十月十一日、七時限）総合ⅧＢ１（校友会寄附講座、Ⅰ・Ⅱ部乗り入れ、秋学期）一回担当
　「哲学館の後継者たちの活躍─境野黄洋、高嶋米峰など」 （十二月二十三日、五時限）
大学院：中国仏教研究Ⅰ・仏教学研究指導Ⅳ（前期課程）
仏教学特殊研究Ⅲ・仏教学研究指導Ⅳ（後期課程）
○大学管理運営活動
自己点検・評価活動推進委員会委員（文学研究科） 、文学部グローバル化推進委員会委員、東洋大学東洋学 所研究員・編集委員
○社会的活動（公益財団法人）中村元東方研究所兼任研究員
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岩井
　
昌悟
○研究活動〈論文〉
学会参加
日本印度学仏教学会第六八回学術大会（花園大学）に参加、二〇一七年九月二日～九月三日
所属学会ならびに役職
日本印度学仏教学会（会員） ／日本宗教学会（会員） ／日本佛教学会（会員） ／仏教思想学会（会員） ／パーリ学仏教文化学会（普通 員） 、 チベット 国際井上円了学会（理事・副会長
〈研究プロジェクトへの参加〉
東洋大学国際哲学研究センター（センター長・河本英夫［東洋
大学］ ）研究員
井上円了記念研究助成：東洋学研究所プロジェクト「東アジア
における仏教思想の成立と展開、並びにその意義の解明」 （研究代表者：伊吹敦）研究分担者
○教育活動〈学内担当科目〉
学
　
部：インド学仏教学演習⑤（Ⅰ部）
インド仏教史Ａ・Ｂ（Ⅰ・Ⅱ部）東洋芸術文化特講ⅣＡ（Ⅰ部）レポート・論 制作の技法 Ⅱ
東洋思想文化への誘いＡ（Ⅰ部・Ⅱ部、春学期）二回
担当
「初期仏教入門─ニカーヤ・阿含・律」 （五月二十七
日、六時限／五月三十一日、一時限）
東洋思想文化への誘いＢ（Ⅰ部・Ⅱ部、秋学期）二回
担当
「初期仏教入門─アビダルマ」 （十月十八日、一時限／
十月十四日、七時限）
東洋の身体論（Ⅰ・Ⅱ部乗り入れ）一回担当「仏教の身体論」 （五月二十四日、七時限）総合ⅧＡ１（校友会寄附講座、Ⅰ・Ⅱ部乗り入れ、春
学期）一回担当
「日本をどう考えるのか─井上円了の忠と孝」 （五月
二十日、五時限）
「井上円了の教育と仏教─教育は勅語に基づき、宗教
は仏教を取る」 （六月十七日、五時限）
全学総合ＩＡ一回担当「初期仏教における正義と自由」 （七月二十日、 時限）東洋大学・井上円了研究一回担当「井上円了の釈迦」 （五月十三日、四時限）
大学院：初期仏教研究Ⅰ・仏教学研究指導Ⅲ（前期課程）
仏教学特殊研究Ⅳ・仏教学研究指導Ⅲ（後期課程）
○大学管理運営活動
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第二部東洋思想文化学科学科長／井上円了研究センター運営委
員会委員／東洋大学東洋学研究所研究員・運営委員／東洋大学国際哲学研究センター研究員
川崎
　
ミチコ
○研究活動〈学会活動〉
所属学会ならびに役職
仏教史学会（会員） ・日本中国学会（会員） ・道教学会（理事）
○教育活動〈学内担当科目〉
学
　
部：
-中国文学講読①〈Ａ・Ｂ
　
Ⅰ部）
中国文学講読Ｂ〈Ⅰ部〉中国文献学Ａ・Ｂ〈Ⅰ部・Ⅱ部〉中国文学講読Ａ・Ｂ〈Ⅱ部〉漢文訓読法（Ⅰ部・Ⅱ部）東洋思想文化への誘い （Ⅰ部・Ⅱ 、春学期）二回
担当
「敦煌学入門１─敦煌文献とは何？」 （六月十七日、一
時限／六月二十日、七時限）
東洋思想文化への誘いＢ（Ⅰ部・Ⅱ部、秋学期）二回
担当
「敦煌学入門２─十王思想文献を中心に」 （十一月十一
日、一時限／十一月二十一日、七時限）
○大学管理運営活動
図書館運営委員会委員・図書館図書選書担当（学部内） ・学科
内会計担当
東洋大学東洋学研究所研究 東洋大学アジア文化研究所研究
員
○社会的活動
東洋大学公開講座（秋学期） ：敦煌文書から見る中国人の死後
世界について──十王経写本を見てみよう──（第一回十月十四日・第二回十月二 一日）
坂井
　
多穂子
○研究活動〈その他〉
・ 「南宋詩人、楊萬里研究に関する報告」 （ 『東洋大学東洋学
研究所プロジェクト「日本、モンゴル、インド、中国における共生的精神文化の諸相」平成二十六（二〇一四）～平成二十八（二〇一六）年度
　
研究報告書』一五
～
三十六頁、
二〇一七年二月、研究代表者
　
山崎甲一、東洋大学東洋学研
究所）
〈学会発表等〉
・ 「南宋中興期における蘇軾」 （二〇一七年四月二十二日、 「八
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狗之會」 、國學院大學）
・ 「南宋中期における蘇軾
─
陸游と范成大の場合
─
」
（二〇一七年五月十三日、 「戴復古五律読書会」 、早稲田大学）・ 「南宋中期における蘇軾の受容
─
陸游と范成大の場合」
（二〇一七年五月二十七日、 「日本宋代文学学会」第四回大会、岡山大学）
・ 「 『乾淳』と『元祐』
─
南宋詩人は北宋詩人をどう見たか」
（二〇一七年七月二十九日、 「白山中国学会」第十三回発表大会、東洋大学）
〈学会活動〉
所属学会ならびに役職
日本中国学 （大会委員会委員） ／日本宋代文学学会（理事）／白山中国学会（理事・会計委員） ／中唐文学会（会員） ／中国文史研究会（会員） ／日本杜甫学会（会員）
○教育活動〈学内担当科目〉
学
　
部：東洋思想文化演習Ⅰ（Ⅰ部・Ⅱ部）
中国文学演習Ⅱ東洋思想 化 （Ⅰ部）中国文学演習Ⅲ中国文学講読ＡＢ（Ⅰ部）中国文学研究法中国学研究法Ｂ（Ⅰ部・Ⅱ部）
レポート・論文制作の技法（Ⅰ部）東洋思想文化への誘いＡ（Ⅰ部・Ⅱ 、春学期）二回
担当
「唐代文学入門─ロマンチストの李白とリアリストの
杜甫」 （六月二十八日、一時限／六月二十四日、七時限）
東洋思想文化への誘いＢ（Ⅰ部 Ⅱ部、秋学期）二回
担当
「宋代文学入門─楽天家の蘇軾と愛妻家の陸游」 （十一
月十五日、一時限／十一月十八日、七時限）
東洋の身体論（Ⅰ・Ⅱ部乗り入れ）一回担当「中国文学と身体─纏足にみる女性観」 （四月二十六
日、七時限）
全学総合ⅠＡ「哲学への誘い」一回担当「纏足にみる女性観」 （六月二十二日、五時限）
大学院：中国哲学研究指導Ⅰ（博士前期課程）
中国文学特論Ⅱ（博士前期課程）中国哲学特殊研究Ⅳ 後
○大学管理運営活動
文学部外国語委員会委員／文学部入試委員会委員／大学院年次
刊行物編集委員会委員／東洋大学東洋学研究所研究員／東洋大学アジア文化研究所研究員
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小路口
　
聡
○研究活動（論文）
王畿「婺源同志會約」訳注
─
陽明門下の講会活動記録を読
む（二）
─
」 、 『東洋思想文化』東洋大学文学部紀要第七〇
集（東洋思想文化学科篇Ⅲ） 、二〇一七年三月、一～三六頁）
（訳注）
「王畿「慈湖精舍會語」訳注
─
陽明門下の会語記録を読む
　
其の一
─
」 、 『白山中国学』通巻二三号、二〇一七年三月、
二五～四九頁、＊吉田公平・早坂俊廣・鶴成久章・伊香賀隆と共著
（その他）
「近代の行方と人文知の意義
─
「物理」 と 「心理」 の間
─
」 、
『国際哲学研究』第５号、二〇一七年二月、二〇一七年二月、一四九～一五九頁
〈学会発表等〉
「日本の近代化と道徳の問題
─
西村茂樹『日本道徳論』 道
徳会をめぐって
─
」 （国際哲学研究センター（
IR
C
P
）主催
研究会「西洋自然観との対峙における日本哲学の形成」第二回「日本儒学と西学との出会い」 、東洋大学白山キャンパス第３会議室、二〇一七年九月三〇日）
〈学会活動〉
所属学会ならびに役職
日本中国学会（会員） 、白山中国学会（理事・ 『白山中国学』編集委員長） 、中国文史哲研究会（会員） 、東洋古典學研究会（会員） 、国際井上円了学会（会員）
〈研究プロジェクトへの参加〉
科学研究費助成金「陽明門下の講学活動と「会語」資料に
関する総合的研究」 （研究種目基盤研究（Ｂ） 、課題番号17H
02271 ） 、硏究代表者
東洋大学国際哲学研究センター（
IR
C
P
） 「西洋自然観との対峙
における日本哲学の形成」 、研究員
○教育活動〈学内担当科目〉
学
　
部：レポート・論文制作の技法（春学期）
東洋思想文化演習Ⅰ⑩ＡＢ／中国哲学演習Ⅰ① （Ⅰ部）中国学概論ＡＢ（Ⅰ部・Ⅱ部）中国哲学特講ＡＢ（Ⅰ部・Ⅱ部）卒論指導（中国語・中国哲学文学コース代表、Ⅰ部・
Ⅱ部）
東洋思想文化への誘いＡ（Ⅰ部・Ⅱ 、春学期）「儒教思想入門
─
人間の本性は善か、悪か？」 （Ⅰ部、
七月十九日、水曜一限／Ⅱ部
 七月二十二日、土曜
七限）
東洋思想文化への誘いＢ（Ⅰ部・Ⅱ部、秋学期）Ⅰ部
　
代表
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「朱子学入門
─
聖人、学んで至るべし」 （Ⅰ部、十一
月二十九日、水曜一限／Ⅱ部
　
十二月二日、土曜七
限）
東洋の身体論（Ⅰ・Ⅱ部乗り入れ）一回担当「儒教の身体論」 （六月二十一日、水曜七限）
大学院：中国哲学特論Ⅲ（博士前期課程）
中国哲学演習Ⅱ（博士前期課程）中国哲学研究指導Ⅲ中国哲学特殊 Ⅲ（博士後期課程）中国哲学研究指導Ⅲ（博士後期課程）
○大学管理運営活動
大学院文学研究科中国哲 専攻長・東洋大学東洋学研究所研究
員・同編集委員・東洋大学国際哲学研究センター研究員
沼田
　
一郎
○研究活動〈講演・学会発表〉
・学会発表「インド伝統法における〈法〉概念の世俗化の過
程」 （アジア法学会二〇一七年度春季大会、広島経済大学、二〇一七年六月一八日）
〈学会活動〉
所属学会ならびに役職
日本南アジア学会（会員・英文叢書委 会委員） ／日本印度
学仏教学会（評議員・会員） ／日本佛教学会（会員） ／アジア法学会（会員） ／国際井上円了学会（会員） ／
○教育活動〈学内担当科目〉
学
　
部：海外文化研修（集中講義）
サンスクリット文献を読むＡ・Ｂ（Ⅰ部）古代イ ドの社会（Ⅰ部・Ⅱ部）東洋思想文化演習①（Ⅰ部）インド古典哲学（Ⅰ部・Ⅱ部）日本の宗教を歩く（集中講義）東洋思想文化への誘いＡ（Ⅰ部・Ⅱ 、春学期 二回
担当
「アジア社会論入門
─
「アジア」とは何だろうか」 （四
月一九日、一時限／四月二十二日、七時限） 、インド思想入門１─古代・中世」 （四月一六日、一時限、四月二九日、七時限）
思想文化への誘いＢ（Ⅰ部・Ⅱ部、秋学期）一回担当「インド社会の歴史─カースト社会における在家と出
家」 （一二月六日、 時限／ 二月九日、七時限）
近代化と東洋（Ⅰ・Ⅱ部乗り入れ）一回担当「近代化とインドの伝統思想」 （九月二八日、七時限）全学総合ＩＡ一回担当「古代インドにおける実践倫理」 （六月八日）
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総合ⅧＡ
　
日本の近代化と東洋大学─井上円了の哲学
と実践─（校友会寄附講座） 「第九回
　
井上円了の
外道哲学
　
─日本のインド学の曙─」 （六月十日）
大学院：インド哲学研究Ⅰ・インド哲学研究指導Ⅱ （前期課程）
インド哲学特殊研究Ⅲ・インド哲学研究指導Ⅲ（後期
課程）
○大学管理運営活動
第Ⅰ部東洋思想文化学科長／東洋大学東洋学研究所研究員・運
営委員
野間
　
信幸（国内特別研究）
○研究活動〈論文〉「張文環作品の舞台を訪ねる」 『天理台湾学報』第二六号、天理
台湾学会、二〇一七年七月一日、一～一六頁
〈書評〉
「台湾児童文学研究の到達点を示す著作 図書新聞』三三〇八
号、二〇一七年六月二四日、第四面、 （中島利郎『台湾の児童文学と日本人』研文出版）
〈その他〉
「運ちゃんに感謝」 『日本台湾学会ニュースレター』第三二号、
二〇一七年四月
「塚本照和先生の思い出 （追悼文） 『天理台湾学報』第二六号、
天理台湾学会、二〇一七年七月一日、一四四～一四五頁
〈学会発表等〉
「作品舞台で張文環作品を考える」 （白山中国学会第十二回研究
発表大会基調講演、東洋大学、二〇一 年三月二五日）
〈学会活動〉
所属学会ならびに役職
日本中国学会（会員） ／日本台湾学会（会員）／天理台湾学会（理事） ／日本現代中国学会（会員） ／白山中国学会（会長）／中国文芸研究会（会員）
○教育活動
国内特別研究につき、大学院の一部（修士論文指導と審査）を
除き免除さる。
大学院：中国哲学研究指導Ⅱ（前期課程）
○大学管理運営活動
国内特別研究につき、免除さる。
○社会的活動
アジアセンター
21（維持会員）
橋本
　
泰元
○研究活動〈学会活動〉
日本アジア学会第三十回学術大会（東洋大学白山キャンパス、
平成二十九年九月二十三・二十四日、実行委員）
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所属学会ならびに役職
日本印度学佛教学会（理事） ／日本宗教学会（会員） ／日本南アジア学会（会員） ／日本佛教学会（会員）
〈研究プロジェクトへの参加〉
「多言語重層構造をなすインド文学史の先端的分析法と新記述」
〈二〇一三年度科学研究費補助金 ［基盤研究 （Ａ） 研究代表者：水野善文［東京外国語大学］連携研究者〉
「近世南アジアの文化と社会：文学・宗教テクストの通言語的
比較分析」 〈東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所研共同研究・研究員〉
〈調査活動〉
北東インドにおける宗教事情に関する調査─ナーガーランド州
およびスィッキム州における伝統宗教と 来宗教との関係性─（平成二十九年九月七日～十四日）
○教育活動〈学内担当科目〉
学
　
部：ヒンドゥー教概論Ａ・Ｂ（Ⅰ・Ⅱ部）
ヒンディー語Ａ・Ｂ（Ⅰ部）インド学仏教学演習③（Ⅰ部）東洋思想文化演習②（Ⅰ部）仏教の芸能（秋学期、コーディネーター） （Ⅱ部）東洋思想文化への誘いＡ（Ⅰ部 Ⅱ部、秋学期）二回
担当
「インド思想入門Ⅰ」 （五月十日、一時限／七月一日、
七時限）
東洋思想文化への誘いＢ（Ⅰ部・Ⅱ部、秋学期）二回
担当
「ヒンドゥー教入門─その根本思想とは？」 （十一月八
日、一時限／十一月十一日、七時限）
文学部伝統文化講座（
T
D
B
） 「聲明講演」主催（十一
月十八日）
大学院：インド哲学研究Ⅱ・インド哲学研究指導Ⅲ （前期課程）
インド哲学特殊研究Ⅱ・インド哲学研究指導Ⅱ（後期
課程）
〈学外担当科目〉
大正大学学部：ヒンディー語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（総合）東京 学文 部・大学院人文社会系研究科：外国語（ヒン
ディー語）
○大学管理運営活動
文学研究科インド哲学仏教学専攻長／文学部内自己点検 評価
委員会委員／東洋大学東洋学研究所研究員・運営委員／東洋大学国際哲学研究センター研究員
○社会的活動
団体役員等（特財）大法輪石原育英会評議員
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水谷
　
香奈
○研究活動〈論文〉「慈恩大師基の教学における人間観について」 （単著、日本佛教
学会編『日本佛教学会年報』第八十二号、二〇一七年八月三十一日、一八六～二〇七頁）
〈その他〉
金星順（水谷香奈訳） 「韓国の念仏結社に現れた修行法の変
容」 （東洋大 東洋学研究所ほか共編『東アジア仏教学術論集』第五号、二〇一七年一月十五日、二九一～三二三頁）および同「謝路軍氏のコメントに対する回答」 （同、三三〇～三三一頁）
「書評：竹村牧男『ブッディスト・エコロジー─共生・環境・
いのちの思想─』 」 （ 『 「エコ・フィロソフィ 研究 十一号、二〇一七年 月、一二五～一二八頁）
ほか韓国語の論文一本を翻訳した。
〈学会活動〉
所属学会ならびに役職
日本印度学仏教学会（会員） ／仏教思想学会（会員） ／日本宗教学会（会員） ／日本佛教学会（会員 ／東アジア仏教研究会（会員）
〈研究プロジェクトへの参加〉
東洋大学東洋学研究所プロジェクト「世界の諸地域における仏
教の哲学的社会学的研究」 （研究代表者伊吹敦）研究分担者
○教育活動〈学内担当科目〉
学
　
部：卒論指導⑦（Ⅰ部、通年）
東洋思想文化演習ⅠＡ⑦（Ⅰ部、春学期）東洋思想文化演習ⅠＢ⑦（Ⅰ部、秋学期）東洋思想文化演習Ⅱ⑦（Ⅰ部、通年）卒論指導②（Ⅱ部、通年）東洋思想文化演習ⅠＡ②（Ⅱ部、春学期）東洋思想文化演習ⅠＢ②（Ⅱ部、秋学期）東洋思想文化演習Ⅰ東洋思想文化演習Ⅱ②（Ⅱ部、通年）日本仏教史Ａ（Ⅰ部、春学期）日本仏教史Ｂ（Ⅰ部、秋学期）東洋の身体論（Ⅰ・Ⅱ部乗り入れ、コーディネー
ター、春学期）二回担当
「はじめに」 （四月十二日、七時限）「まとめ・試験 七 二十六日、七時限）近代化と東洋（Ⅰ・Ⅱ部乗り入れ、コーディネー
ター、秋学期）三回担当
「はじめに」 （九月二十七日、 時限）「戦争と日本仏教」 （十一月二十九日、七時限）「まとめ・試験」 （一月十七日、七時限）
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東洋思想文化への誘いＡ（Ⅰ部・Ⅱ部、春学期）二回
担当
「日本仏教入門１─日本仏教の歴史を学ぶ」 （七月五
日、一時限／四月二十九日、七時限）
東洋思想文化への誘いＢ（Ⅰ部・Ⅱ部、秋学期）二回
担当
「日本仏教入門２─日本仏教の特色を学ぶ」 （十二月
二十日、一時限／十二月二十三日、七時限）
全学総合ⅠＡ１（Ⅰ・Ⅱ部乗り入れ）一回担当「唯識思想における世界と自己」 （五月二十五日、五時
限）
○大学管理運営活動
東洋大学東洋学研究所研究員／東洋大学国際哲学研究センター
研究員
山口
　
しのぶ
○研究活動〈論文〉
“T
he Statues of H
indu D
eities in P
ura P
useh, B
atubulan, ” 
B
Ā
L
I-P
R
A
JÑ
Ā
、第三巻二号（二〇一六年（実際の発行は
二〇一七年五月） 、五〇～五八頁）
“T
hree M
editations of D
urgatipariśodhanam
and4ala: A
 Study 
on a N
epalese T
antric B
uddhist T
ext D
urgatipariśodhana -
sam
ādhi, ” B
Ā
L
IJY
O
T
IH
4、第一巻二号（二〇一七年九月、
四三～五六頁）
〈口頭発表〉
“Syncretism
 of H
induism
 and the O
ther R
eligions in Indone-
sia and India: C
ases of Sang H
yang K
am
ahāyanikan and 
K
abīr`s thought, ” W
orld H
indu P
arisad W
orld H
indu W
is-
dom
 M
eet 2017: P
ara and A
para V
idya as the B
ase of H
in-
du B
ody of K
now
ledge （二〇一七年六月十一日、
Institut 
Seni Indonesia D
enpasar, B
ali ）
“B
uddhism
 B
orn from
 H
induism
: T
ransform
ation of the B
ud-
dhist T
ruth in India and the Spread of D
harm
a in N
epal, ” 
International Sem
inar: Sanatana D
harm
a as the E
ternal 
T
ruth and Spread in the D
ifferent F
orm
s, D
octoral P
ro -
gram
 of R
eligious Studies P
ostgraduate, D
enpasar State 
H
in
d
u
 D
h
arm
a In
stitu
te in
 C
ollab
oration
 w
ith
 A
llian
ce 
F
rançaise B
ali （二〇一七年七月十二日、
Institut H
indu 
D
harm
a N
egeri, D
enpasar, B
ali ）
（基調講演）“
T
h
e P
ast, P
resen
t, an
d
 F
u
tu
re of N
u
san
tara 
H
eritage: F
ocusing on the R
eligion and C
ulture in B
ali, ” 
International Sem
inar on N
usantara H
eritage: N
usantara`s 
C
ultural A
rts D
iversity as Inheritance Source of T
olerant 
and Inclusive Society`s D
evelopm
ent V
alue （二〇一七年九
月二五日、
Institut Seni Indonesia D
enpasar, B
ali ）
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〈学会活動〉
所属学会ならびに役職
日本印度学仏教学会（会員） ／日本宗教学会（会員） ／日本南アジア学会（和文雑誌編集委員・会員） ／日本佛教学会（会員）／日本西蔵 会員） ／密教図像学 （会員） ／東海印度学仏教学会（会員）
〈研究プロジェクトへの参加〉
東洋大学東洋学研究所プロジェクト「世界の諸地域における仏
教の哲学的社会 的研究」研究分担者（研究代表者
　
谷地快
一、二〇一七年一月～三月）
東洋大学国際哲学研究センター （第三ユニット研究員、
二〇一七年一月～三月）
〈調査活動〉
海外特別研究により、インドネシア、バリ島のヒンドゥー教儀
礼・図像の実態調査 （ 四 一日～十二月三十一日）
○教育活動（二〇一七年一月～三月）〈学内担当科目〉
学
　
部：卒論指導⑧（Ⅰ部）
東洋思想文化演習Ⅰ⑧（Ⅰ部）東洋思想文化演習Ⅰ③（Ⅱ部）東洋思想文化演習Ⅱ⑧（Ⅰ部）東洋思想文化演習Ⅱ③（Ⅱ部）チベット語Ｂ（Ⅰ部）
チベット仏教のあゆみ（Ⅰ部、Ⅱ部）インド・仏教の美術Ｂ（Ⅰ部）
大学院：インド仏教研究ⅣＢ、仏教学研究指導ⅡＢ（前期課程）
仏教学特殊研究ⅡＢ、仏教学研究指導ⅡＢ（後期課程）
○大学管理運営活動
東洋大学総合科目運営員会委員（二〇一七年一月～三月） ／東
洋大学文学部予算委員会委員（二〇一七年一月～三月） ／東洋大学東洋学研究所研究員／東洋大学アジア文化研究所研究員／東洋大 国際哲学研究センター研究員（二〇 七年一～三月）
山田
　
利明
〇研究活動〈講演・研究発表〉「中国史に見る人口減少について」 （サステイナブル・サイエン
ス・コンソーシアム研究集会、二〇一七年六月一一日）
〈学会活動〉
所属学会・役職
日本中国学会（会員） 、日本道教学会（理事） 、日仏東洋学会（会員） 、
T
he Society for the Study of C
hinese R
eligion （会員）
〈研究プロジェクト〉
東洋大学エコ・フィロソフィ学際研究イニシアティブ （機構長）〇教育活動
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〈学内担当科目〉
学
　
部：
中国哲学演習ⅠＡ・Ｂ（Ⅰ部）中国哲学特講ⅡＡ／ＢＡ・Ｂ（Ⅰ・Ⅱ部）中国哲学史Ａ・Ｂ（Ⅰ・Ⅱ部）東洋芸術文化演習Ａ・Ｂ（Ⅰ部）総合ⅠＡ・Ｂ（高大連携科目） （Ⅰ部）東洋思想文化への誘い 各期２回担
当
　
前期「中国哲学入門─天の思想と人のあり方」
　
後期「道家思想入門─無と自然」
大学院：中国哲学特殊研究Ⅴ
中国哲学研究指導Ⅴ（以上後期課程）中国哲学演習Ⅰ中国哲学研究Ⅰ中国哲学研究指導Ⅳ（以上前期課程）
〇大学学部管理運営
高等教育推進委員会委員
〇社会的活動
一般社団法人サステイナブル・サイエンス・コンソーシアム理
事
渡辺
　
章悟
○研究活動〈論文〉「空性表現から見た『般若心経』の成立」 （ 『東洋思想文化』第
四号、二〇一七年三月、二五～六六頁）
「説法師（
dharm
abhān4aka ）考」 （ 『印仏研究』第六六巻・第一号、
二〇一七年一二月、四〇四～三九八頁（横組み） ）
〈学会発表〉
「説法師（
dharm
abhān4aka ）考」日本印度学仏教学会・第六八
回学術大会、京都
･ 花園大学、平成二九年九月二日（土）
〈特別講義〉
「 『般若心経』 を読み解く」 （全一〇回） 大正大学綜合仏教研究所、
二〇一七年一月一八日・二五日、二回連続講義
「大乗仏教のエッセンスと智慧の経典・般若経」 （全四回）
N
P
O
法人中村元記念館東洋思想研究所、二〇一七年三月
二五～二六日、島根県松江市
「仏青のなりたち」 （大学仏教青年会連合、第一回研修会）
二〇一七年九月七日（木）池上、日蓮宗宗務院
「仏教青年会 歴史と現在」黄檗勉強会、二〇一七年九月一九
日（火） 、花小金井市・黄檗宗円成院
〈講演・シンポジウム〉
シンポジウム発表「大乗仏典の伝承者─
dharm
abhān4aka （説
法者）の位置づけ」 （国際哲学研究センター「聖典はどのよ
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うに伝えられたのか─宗教の言葉と思想を考える─」 ）東洋大学、一〇月二一日（土）
シンポジウム発表「般若経の意図するもの」 （ 《般若
经》与
东亚
佛教）第七回中日仏学会議・中國人民大學佛教與宗教學理論研究所主催、中国山東省烟台市福山賓館、二〇一七年一〇月二八日（土）
シンポジウム発表「般若心経のルーツと構成」 （バウッダコー
シャ科研公開シンポジウム「 『般若心経』を解体する─『般若心経』研究の最前線─」 ） 二 一七年一一月二五日（土） 、国際仏教学大学院大学・春日講堂
シンポジウム発表「大蔵経の英訳とその課題」 （宗典翻訳事業
の意味を問う─禅から
Z
E
N
へ─） 『伝光録』英訳刊行記念シ
ンポジウム・曹洞宗国際センター、二〇一 年一一月二 日（月） 、港区芝・東京グランドホテル内
公開講義の司会・コプラ・ヴィクター・パブー博士（インド・
アーンドラ大学客員教員）
B
uddhist Influences on P
resent 
Society in India and R
eligious C
onversions into B
uddhism
、
東洋学研究所主催、二〇一七年一〇月九日（月）
ワークショップの企画／主催
〈その他〉
「大乗仏教概論」 『佛教文化』第一八三号（東京国際仏教塾） 、
二〇一七年八月一〇日、二～六頁
〈学会活動〉
・所属学会ならびに役職
日本印度学仏教学会（理事・評議員・企画編集委員・学会賞選考委員） ／ 思想学会 （理事・評議員） ／日本西蔵学会 （委員） ／（般財）東方学会 地区委員・会員） ／日本宗教学会（評議員） ／日本佛教学会（会員） ／ 公財）東方研究会（兼担研究員） ／日本仏教心理 会 （会員） ／国際仏教学会
IA
B
S （会員）
・学会参加等
仏教思想学会第三三回学術大会、立正大学、二〇一七年七月八日（理事会・研究発表会の司会日本印度学仏教学会第六七回学術大会参加、花園大 、二〇一七年九月二日～三日（二日間、理事会・研究発表・司会）
〈研究プロジェクトの主宰及び参加〉
「般若経の教理・儀礼・実践の総合的研究」 〈東洋大学東洋学研
究所プロジェクト、研究統括者〉
「 『八千頌般若』のデータベースと言語索引の構築」 〈科学研究
費助成（基盤研究Ｃ）研究統括者〉
東洋大学国際哲学研究センター（センター長：河本英夫［東洋
大学］ ）第二ユニット「課題・ 「宗教の超克と調和に向けて」に所属、仏教を中心とした多文化 多 共生の研 を行う。研究員、運営委員。
東洋大学東洋学研究所プロジェクト「世界の諸地域における仏
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教の哲学的社会学的研究」 （研究代表者伊吹敦）研究分担者
「バウッダコーシャ・仏教用語の『日英基準訳語集』構築に向
けての総合的研究」文科省科学研究費［基盤研究（Ａ） ］ （研究代表者・
 斎藤明［国際仏教学大学院大学］ ）研究分担者）
○教育活動〈学内担当科目〉
学
　
部：ブッダの思想とその展開Ａ・Ｂ（Ⅰ・Ⅱ部）
大乗仏教の思想Ⅰ（Ⅱ部）インド学 学演習④ Ⅰインド学仏教学演習（Ⅱ部）文学部総合科目Ⅰ（Ⅰ・Ⅱ部共通）・東洋思想文化への誘いＡ（Ⅰ ・ 、春学期）二
回担当
・東洋思想 化への誘いＢ（Ⅰ部 、秋学期）二
回担当
・宗教をめぐる諸問題Ａ・Ｂ（Ⅰ・Ⅱ部乗り入れ 二
回担当
・総合ⅧＡ・Ｂ（校友会寄附講座、Ⅰ・Ⅱ部乗り入れ）
運営責任者ならびに六 の授業担当
大学院：大乗仏教研究Ⅰ・仏教学研究指導Ⅰ（博士前期課程）
仏教学特殊研究Ⅰ・仏教学研究指導Ⅰ （博士後期課程）
〈学外担当科目〉
大正大学大学院「ＭＤ仏教学特論Ａ Ｂ」春学期・秋学期
早稲田大学大学院「東洋哲学特殊問題２」春学期・秋学期
○大学管理運営活動
東洋大学東洋学研究所（運営委員・研究所員） ／東洋大学国際
哲学研究センター（運営委員・研究員） ／「井上円了が志したものとは」選考委員会（委員）
○社会的活動（公財）仏教伝道協会・英訳大蔵経編集委員会（委員） ・仏教聖
典編集委員会（委員） ・助成金審査委員会（委員） ／ （特財）大法輪石原育英会奨学生選考委員会 委員） ／ （公財 中村元東洋思想文化賞審査委員会 （審査 ） ／東洋大学仏教会 （会長）
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二〇一七年度開講科目・授業名、サブタイトル、担当者の順に記す。・通年科目はＡ（春学期） ・Ｂ（秋学期）に分かれるが、担当者
が同一であり、かつ、サブタイトルが春秋通じて同一の場合、その区分は省略して記した。
・ただし、半期のみの授業については《春》 《秋》と表記した。・担当者および《春》 《秋》の授業区分に付したカッコ内の数字は
それぞれⅠ部・Ⅱ部の区別を示す。カッコが付されていないものは、Ⅰ部Ⅱ部隔年開講 科目か、Ⅰ部・Ⅱ部の担当者が同一であることを示す。
〈学部〉 （五十音順）東洋思想文化学科
アジアの古典《春》 （インドの古典に触れる）
 
宮本
　
城
アジ の文学（台湾の社会運動と文学）
 
橋本
　
恭
イスラーム概論《秋》 （イスラームの捉え方）
 
柴山
　
滋
インド現代思想《春》 （インド近・現代宗教思想家の生涯と思想）
 
宮本久義（Ⅱ）
インド古典思想概論Ａ（ウパニシャッドの思想）
 
沼田一郎
インド古典思想概論Ｂ（ヴェーダの思想）
 
沼田一郎
インド思想史ＡＢ（インド と宗教 潮流を概観する）
 
橋本泰元（Ⅰ）
インド思想史Ａ（インド思想と宗教の潮流を概観する） 
宮本久義（Ⅱ）
インド思想史Ｂ（インドの叡智を探る）
 
宮本久義（Ⅱ）
インド思想特講ⅠＡ《春》
Social structure of A
ncient India 
and the concept of <
law
>
） 
沼田一郎（Ⅰ）
インド思想特講ⅡＡ《秋》 古代インド社会の構造と〈法〉概
念の展開）
 
沼田一郎（Ⅱ）
インド思想特講ⅠＢ・ （インドの歴史と文化） 
石川
　
寛（Ⅱ）
インド思想特講ⅡＢ（古代 の伝統的行法ヨーガと伝承医
学アーユルヴェーダ）
 
宮本久義（Ⅰ）
インド思想特講ⅢＡ《春》 グローバル社会のインド芸能・宗
教・儀礼）
 
古賀万由里（Ⅰ）
インド思想特講ⅢＢ《春》 （ 神話を知る） 
宮本
　
城（Ⅰ）
インド仏教史Ａ（釈尊の覚りとその展開）
 
岩井昌悟
インド仏教史Ｂ（大乗仏教とは何か）
 
岩井昌悟
インド・仏教の美術Ａ（インドの宗教美術）
 
朴
　
亨國
インド・仏教の美術Ｂ（仏教図像学）
 
朴
　
亨國
インド舞踊《秋》 （インド舞踊・バラタナーティヤムの実技と
理論）
 
久保田幸代
インド文化概論Ａ《春》 （東西パンジャーブ地方を繋ぐ悲恋民
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話『ヒールとラーンジャー』の文化世界）
 
村山和之
インド文化概論Ｂ《秋》 （ヴィンディヤ山脈の頂きからインド
文学を見る）
 
高橋孝信
インド文化概論Ｂ《春》 （文学を通して見るインド文化） 
宮本
　
城（Ⅰ）
韓国語Ａ《春》
 
佐藤
　
厚
韓国語Ｂ《秋》
 
佐藤
　
厚
韓国仏教史《秋》
 
佐藤
　
厚（Ⅱ）
漢文訓読法①《春》
 
川崎ミチコ（Ⅰ）
漢文訓読法②《秋》
 
播本崇史（Ⅰ）
漢文訓読法《秋》
 
川崎ミチコ（Ⅱ）
基礎中国語Ａ① 春 （初めての中国語学習）
 
荒井
　
礼（Ⅰ）
基礎中国語Ａ② 《春》 （ＨＳＫ２級に必要な文型をマスターする）
 
吉田雅子（Ⅰ）
基礎中国語Ａ③《春》 （中 語初心者のための授業） 
橋本恭子（Ⅰ）
基礎中国語Ｂ①《秋》 （初めての中国語学習）
 
荒井
　
礼（Ⅰ）
基礎中国語Ｂ②《秋》 （ＨＳＫ２級 単語と文型をマスターし、
合格する）
 
吉田雅子（Ⅰ）
基礎中国語Ｂ③《秋》 （中国語初心者のための授業） 
橋本恭子（Ⅰ）
基礎中国語Ａ①《春》 （中国語の基礎を学ぶ）
 
王
　
連旺（Ⅱ）
基礎中国語Ａ②《秋》 （中国語の基礎を学ぶ）
 
王
　
連旺（Ⅱ）
キリスト教概論《春》 （キリスト教の基礎的知識をまず学習し、
その上で、キリスト教の母体である古代ユダヤ教と、それを背景としたキリスト教の誕生について、歴史的・思想的に学んでゆく。 。 ）
 
山中利美（Ⅰ）
近世日本思想Ａ（日本近世の宗教と思想（十六・十七世紀を中
心に） ）
 
伊藤
　
聡（Ⅰ）
近世日本思想Ｂ（日本近世の宗 と思想（十八・十九世紀を中
心に）
 
伊藤
　
聡（Ⅰ）
近代化と東洋《秋》 （東洋は 代化をど ように受け止めたか）〈オムニバス形式〉
 
水谷香奈
現代に生きる仏教《春》 （現代社会のさまざまな問題に関わる「
E
ngaged B
uddhism
」について、具体的な事例から学ぶ）
 
高瀬顕功（Ⅰ）
現代のインド《秋》 （インド近・現代の政治と社会） 
宮本久義（Ⅱ）
坐禅《春》 （ 「いま」を見つめる）
 
石井清純
サンスクリット語ⅠＡＢ（古典サンスクリット入門） 
沼田一郎
サンスクリット語ⅡＡＢ（実践サンスクリット中級） 
渡辺章悟
写経《春》
 
張堂興昭
宗教学ⅠＡＢ（死生観の比較）
 
北沢
　
裕
宗教学ⅡＡ（日本人と宗教 関わり：伝統、そして現代）
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吉村
　
均（Ⅱ）
宗教学ⅡＢ（伝統仏教学（苦しみからの解放の方法としての仏
教） ）
 
吉村
　
均（Ⅱ）
宗教学ⅡＡＢ（宗教文化の理解に向けて─宗教の不思議を考え
る─）
 
大澤広嗣（Ⅰ）
宗教学概論Ａ（多様なる教理と実践の世界）
 
島田茂樹
宗教学概論Ｂ（華麗なる文化と芸術 世界）
 
島田茂樹
宗教社会 Ａ（ 「宗教」の社会性と個人性）
 
冨澤かな
宗教社会学Ｂ（インドの社会と宗教とその理解
 
冨澤かな
神道史Ａ（神仏習合思想の形成と展開（古代） ）
 
伊藤
　
聡
神道史Ｂ（神仏習合思想の形成と展開（中世）
 
伊藤
　
聡
総合ⅧＡＢ① 日本の近代化と東洋大学─井上円了 哲学と実
践─〈オムニバス形式〉 ）
 
渡辺章悟
卒業論文演習《春》 ４年間の 習・研究 総決算にむけて
指導）
 
小路口聡（Ⅰ）
チベット仏教史《春》
 
石川美恵
中国学概論ＡＢ（ 〈中国学〉の可能性）
 
小路口聡
中国学研究法Ａ（中国哲学研究の基礎知識
 
播本崇史
中国学研究法Ｂ（中国学の基礎知識を学ぶ）
 
坂井多穂子
中国現代文学史Ａ 二〇世紀文学の歩み
 
馬
　
雪峰
中国語学演習ＡＢ（名言と笑い話で覚える中国語）
 
馬
　
雪峰
中国史概説Ａ（ 華世界の拡大と再生）
 
竹内洋介
中国史概説Ｂ（ 「華夷一家」への道）
 
竹内洋介
中国哲学講読ＡＢ①（ 『荘子』の研究）
 
山田利明
中国哲学講読ＡＢ②（ 『天道溯原 講読）
 
中村
　
聡
中国哲学特講ⅠＡ（原典資料で読む朱子学概論
 
小路口聡
中国哲学特講ⅠＢ（原典資料で読む陽明学概論）
 
小路口聡
中国の美術Ａ（先史～南北朝時代の中国美術）
 
萩原
　
哉（Ⅰ）
中国の美術Ｂ（隋唐～明清時代の中国美術）
 
萩原
　
哉（Ⅰ）
中国の美術ＡＢ（中国の仏教・道教を 心とした宗教美術史）
 
田中知佐子（Ⅱ）
中国仏教史Ａ（初伝期から南北朝まで）
 
伊吹
　
敦
中国仏教史Ｂ（隋代から現代まで）
 
伊吹
　
敦
中国文化史ＡＢ（中国思想文化─入門と手ほどき─） 
播本崇史
中国文学史Ａ（先秦～六朝文学 成立と展開を俯瞰する） 
川田
　
建
中国文学史Ｂ（唐以降の中国文学の展開を学ぶ）
 
川田
　
建
中国文学講読Ａ ①（ 「敦煌文献」を読む）
 
川崎ミチコ
中国文学講読ＡＢ②（李白の詩を読む）
 
坂井多穂子
中国文学特講ⅠＡＢ（台湾における日本マンガ・アニメ文化受
容の諸相を知る）
 
川田
　
建（Ⅱ）
中国文学特講ⅡＡ②（蜀における杜甫）
 
川合康三（Ⅰ）
中国文学特講ⅡＢ②（夔州における杜甫）
 
川合康三（Ⅰ）
中国文献学ＡＢ
 
川崎ミチコ
中国文字学ＡＢ
 
坂本頼之
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哲学概説Ａ（自分の頭で考えて、自分の言葉で伝えるというこ
と）
 
渡邉郁子（Ⅱ）
哲学概説Ｂ（自分の頭で考えて、主体的に行動するというこ ）
 
渡邉郁子（Ⅱ）
東西交渉文化史Ａ（中央アジアの歴史（前編：古代～前近代） ）
 
秋山
　
徹
東西交渉文化史Ｂ（中央アジアの歴史（後編：近現代） ） 
秋山
　
徹
東南アジア仏教史《春》 上座仏教における主要経典と基本的
仏教用語、仏教思想の把握、またスリランカ及び東南アジア諸国における上座仏教の国家的受容とその変遷過程の理解） 
藪内聡子（Ⅱ）
東洋思想Ａ（東洋の倫理思想─チベットの倫理思想を中心とし
て─）
 
島田茂樹
東洋思想Ｂ（東洋の倫理思想─神秘主義（タントリズム）を中
心として─）
 
島田茂樹（Ⅱ）
東洋思想文化演習Ⅰ・Ⅱ① インド思想・文化の研究─インド
古代文化史の諸問題
 
沼田一郎（Ⅰ）
東洋思想文化演習Ⅰ・Ⅱ②（ヒンドゥー教の思想・文化 Ⅲ）
 
橋本泰元（Ⅰ）
東洋思想文化演習Ⅰ・Ⅱ③（インド大乗仏教の研究） 
渡辺章悟（Ⅰ）
東洋思想文化演習Ⅰ・Ⅱ④（初期仏教研究）
 
岩井昌悟（Ⅰ）
東洋思想文化演習Ⅰ・Ⅱ⑥（文献の読解と研究発表） 
伊吹
　
敦（Ⅰ）
東洋思想文化演習Ⅰ・Ⅱ⑦（日本の仏教的民俗・文化の研究） 
水谷香奈（Ⅰ）
東洋思想文化演習Ⅰ⑨（朱熹『孟子集注』を読む（その１） ） 
小路口聡（Ⅰ）
東洋思想文化演習Ⅰ⑪（唐代伝奇小説を読む） 
坂井多穂子（Ⅰ）
東洋思想文化演習Ⅱ⑪（中国の笑話を読む）
 
坂井多穂子（Ⅰ）
東洋思想文化演習Ⅰ・ ① インド思想・ の研究） 
岩井昌悟（Ⅱ）
東洋思想文化演習Ⅰ・Ⅱ②（仏教思想の研究）
 
水谷香奈（Ⅱ）
東洋思想文化演習Ⅰ④（唐代伝奇小説を読む） 
坂井多穂子（Ⅱ）
東洋思想文化演習Ⅱ④（ 『論語』を読む）
 
山田利明（Ⅱ）
東洋思想文化演習Ⅱ⑨（ 『国語』を読む）
 
川田
　
建（Ⅰ）
東洋芸術文化特講ⅠＡ《春》 インド映画論
 
宮本久義（Ⅰ）
東洋芸術文化特講ⅠＢ《秋》 中国絵画の思想） 
山田利明（Ⅰ）
東洋芸術文化特講ⅡＡ《春》 （南アジアの音楽文化と宗教思想） 
田森雅一（Ⅱ）
東洋芸術文化特講ⅡＢ《秋》 （バリ島の芸能から人間の創造性
を学ぶ）
 
山本早良紗（Ⅱ）
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東洋芸術文化特講ⅣＡ《春》 （仏伝図の絵解き） 
岩井昌悟（Ⅰ）
東洋思想文化への誘いＡＢ
 
沼田一郎（Ⅰ代表）
東洋思想文化への誘いＡＢ
 
岩井昌悟（Ⅱ代表）
東洋の身体論《春》 （こころとからだをどう見るか） 〈オムニバ
ス形式〉
 
水谷香奈
日本漢学ＡＢ（日本では漢学を如何に学んで来たのか） 
坂本頼之
日本の宗教を歩く《春集》 （思想と文化を体感しよう） 
沼田一郎
日本仏教史Ａ（ 仏教史（飛鳥時代～鎌倉時代） ） 
水谷香奈（Ⅰ）
日本仏教史Ｂ（ 仏教史（鎌倉時代～現代） ） 
水谷香奈（Ⅰ）
日本仏教史Ａ（ における仏 のあゆみと社会・文化　
─仏教伝来から鎌倉仏教（前半）まで─）
 
橘川智昭（Ⅱ）
日本仏教史Ｂ（ における仏教のあゆみと社会・文化　
─鎌倉仏教（後半）から明治時代以後の仏教まで─）
 
橘川智昭（Ⅱ）
パーリ語ＡＢ（聖典に直に触れる）
 
岩井昌悟
比較宗教Ａ（宗教間の差異を理解す ための基礎知識を習得す
る。方法論として宗教理論や諸宗教の基礎知識を学ぶ。西洋と東洋という空間的な区分だけでなく、古代・中世・近世・
近代・現代という時代区分にも配慮する）
 
松野智章
比較宗教Ｂ（宗教間の違いだけでなく宗教間の接触や宗教間対
話の問題を考察する。宗教が紛争と関わりを持ってきたことは事実である。諸宗教が国際社会の中でどうあるべきか模索することである。 ）
 
松野智章
ヒンディー語Ａ（ヒンディー語入門Ⅰ）
 
橋本泰元
ヒンディー語Ｂ（
Introduction to H
indi 2 ） 
橋本泰元
ヒンドゥー教概論ＡＢ（ヒンドゥー教の思想を学ぶ） 
橋本泰元
仏教漢文Ａ（仏教漢文の基礎）
 
伊吹
　
敦
仏教漢文Ｂ（経典注釈・浄土教文献を読む）
 
伊吹
　
敦
仏教思想概論Ａ ～仏教とは何か～）
 
渡辺章悟
仏教思想概論Ｂ（仏教の思想 そ 展開
 
渡辺章悟
仏教思想特講ⅠＡ《春》 ～空の世界に何があるのか～） 
渡辺章悟（Ⅱ）
仏教思想特講ⅠＢ《春》 （華厳 の思想）
 
金本拓士（Ⅰ）
仏教思想特講ⅡＡ《春》 （禅思想の形成と社会との交渉） 
伊吹
　
敦（Ⅱ）
仏教思想特講ⅡＢ《秋》 （密教の思想）
 
金本拓士（Ⅰ）
仏教と社会福祉《秋》 （仏教の行ってきた社会福祉事業の歴史
的展開とその役割について検証し、現代に必要とされる仏教的な社会福祉のあり方を共に提言する）
 
高瀬顕功（Ⅰ）
仏教の芸能《秋》 （仏教伝統歌謡の基本を学び実修してみよう）
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〈オムニバス形式〉
 
橋本泰元（Ⅱ）
ヨーガ《春》 （実践をとおして思想を学ぶ）
 
番場裕之（Ⅱ）
レポート・論文制作の技法①《春》 ）
 
渡辺章悟（Ⅰ）
レポート・論文制作の技法②《春》
 
坂井多穂子（Ⅰ）
レポート・論文制作の技法③《春》
 
山田利明（Ⅰ）
レポート・論文制作の技法④《春》
 
小路口聡（Ⅰ）
レポート・論文制作の技法⑤《春》
 
橋本泰元（Ⅰ）
レポート・論文制作の技法⑥
 
伊吹
　
敦（Ⅰ）
レポート・論文制作の技法①《春》
 
岩井昌悟（Ⅱ）
レポート・論文制作の技法②《春》
 
沼田一郎（Ⅱ）
〈大学院〉インド哲学仏教学専攻博士前期課程
インド哲学研究ⅠＡＢ・インド哲学研究指導ⅡＡＢ
 
沼田一郎
インド哲学研究ⅡＡＢ・インド哲学研究指導ⅢＡＢ
 
橋本泰元
インド哲学研究ⅢＡＢ
 
高橋孝信
インド哲学研究ⅣＡＢ・インド哲学研究指導ⅠＡＢ
 
宮本久義
インド哲学仏教学特殊演習ＡＢ
 
伊藤
　
真
インド仏教研究ⅠＡＢ・仏教学研究指導ⅢＡＢ
 
岩井昌悟
インド仏教研究ⅡＡＢ
 
松村淳子
インド仏教研究ⅢＡＢ・仏教学研究指導ⅠＡＢ
 
渡辺章悟
インド仏教研究ⅤＡＢ・仏教学研究指導Ⅱ
 
田中公明
東アジア仏教研究ⅠＡＢ・仏教学研究指導ⅣＡＢ
 
伊吹
　
敦
東アジ 仏教研究ⅡＡＢ
 
蓑輪顕量
東アジ 仏教研究ⅢＡＢ
 
林田康順
博士後期課程
インド哲学研究指導ⅠＡＢ・インド哲学特殊研究ⅠＡＢ 
宮本久義
インド哲学研究指導ⅡＡＢ・インド哲学特殊研究ⅡＡＢ 
橋本泰元
インド哲学研究指導ⅢＡＢ・インド哲学特殊研究ⅢＡＢ 
沼田一郎
仏教学研究指導ⅠＡＢ・仏教学特殊研究ⅠＡＢ
 
渡辺章悟
仏教学研究指導ⅢＡＢ・仏教学特殊研究ⅣＡＢ
 
岩井昌悟
仏教学研究指導ⅣＡＢ・仏教学特殊研究ⅢＡＢ
 
伊吹
　
敦
〈大学院〉中国哲学専攻博士前期課程
中国哲学演習ⅠＡＢ・中国哲学研究指導ⅣＡＢ
 
山田利明
中国哲学演習ⅡＡＢ・中国哲学研究指導ⅢＡＢ
 
小路口聡
中国哲学研究ⅠＡＢ
 
中村
　
聡
中国哲学特論ⅢＡＢ
 
小路口聡
中国文学演習ⅠＡＢ・中国哲学研究指導ⅠＡＢ
 
有澤晶子
中国文学演習ⅡＡＢ
 
牧角悦子
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中国哲学研究指導ⅡＡＢ
 
野間信幸
中国文学特論ⅡＡＢ・中国哲学研究指導ⅠＡＢ
 
坂井多穂子
中国語学研究ⅡＡＢ
 
川合康三
博士後期課程
中国哲学研究指導ⅠＡＢ
 
野間信幸
中国哲学特殊 ⅡＡＢ
 
有澤晶子
中国哲学特殊研究ⅢＡＢ・中国哲学研究指導ⅢＡＢ
 
小路口聡
中国哲学特殊研究ⅣＡＢ
 
坂井多穂子
中国哲学特殊研究ⅤＡＢ・ 哲 研究指導ⅤＡＢ
 
山田利明
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二〇一七年度卒業論文題目インド哲学科卒業論文〈Ⅰ部〉鳥渕奏美
 
王朝文学における色好みとの比較からみる『カーマスートラ』 ナーガラカの恋愛観
渡邉愉香
 
日本における死生観について
葦名
　
聡
 
「内部統制」 の寺院への適用の考察─
C
O
SO
フレー
ムワークの有用性─
藤田
　
廉
 
仏教活論序論は何故反響があったか
中国哲学文学科卒業論文川島
　
卓
 
孔子と『論語』に関する考察
福井義大
 
楊朱の死生観
難波隼人
 
人心・道心
　
再考
東洋思想文化学科〈Ⅰ部〉高橋
　
周
 
初期仏教経典における無明（
avijja ）の研究─ニ
カーヤにおける用例─
笹谷怜那
 
北東インド・ナガランド人のアイデンティティの源泉
瀬下真哉
 
人々の死後世界に対する考え方について
藤原芙美子
 
ブッダは輪廻思想を認めていたのか
 
　
  ─
Suttanipata 第四章
A
tt44haka-vagga 、
第
五
章
P
arayana-vagga を通じて─
小林智里
 
盆栽の海外受容に関する考察
北爪允恒
 
『孫子』と『戦争論』から考えるシビリアン・コントロールについての考察
寺田実歩子
 
陶淵明は「田園」に安居し得たか
 
　
  ── 「帰去来の辞」から陶淵明像を再認識する
佐藤優也
 
インドの経済発展とカースト制
平田康介
 
律蔵における
m
anussa の研究
飯島
　
亮
 
李白は仙人か
吾郷美流
 
『聊斎志異』にみる幽霊
岩田千奈
 
「帰去来兮辞」から見 陶淵明像
樺澤美沙登
 
武道の中に生きる中国思想
久保木翔太
 
グローバル化とインド社会
桑原悠那
 
朱子学が科挙にもたらした可能性
斉藤萌子
 
仏教と女性問題─仏教は女性差別の宗教家か─
鈴木秀治
 
日本書紀から見る伊勢神宮と式年遷宮
関口直紀
 
南伝大蔵経からみる男女の差異
谷
　
拓宣
 
顔回から学ぶ人間性
塚本ゆほ
 
『ヨーガ・スートラ』における「心」の問題
土屋博之
 
絵師・伊藤若冲の作品 見 仏教的要素
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寺田隆真
 
和辻哲郎の倫理学と仏教思想
春山
　
昴
 
仏像の印相とその存在意義
日高有理奈
 
現代のヨーガにおけるアーサナ
又賀崇義
 
野球を東南アジアへ
三戸部拓哉
 
陽明学者として 中江藤樹
本橋遥香
 
井上円了のキリスト教批判
 
　
  ─ 『真理金針』 、 『仏教活論序論』を中心に─
門傳彩生
 
運慶の作風の変化
木下智貴
 
二種類の翻訳を通した新しい『論語』理解
 
　
  ──関西弁で翻訳された『論語』との比較──
斉藤
　
舜
 
孟子の思想観と関連した学派との関係性
川久保葉月
 
日本の結婚式の変遷
千葉
　
錬
 
中江藤樹 「孝」思想について
中井絵理
 
江戸時代から現代において人々の彫り物に対する考え、とらえ方 変容と図柄 伝統
中村
　
勇
 
沖縄社会におけるシャーマン 存在意義について
石井綾乃
 
インドにおけるゾンビ映画 展望
木村慧海
 
日本の聖天・歓喜天信仰とガネーシャ神について
斉藤
　
大
 
陽明学と現代社会─王陽明の「立志説 を中心に─
舟山すりあ
 
バリの観光地化とバロンダンス
桝田涼香
 
『古事記』 ・ 『万葉集』を中心に見る古代日本人の死生観について
兪
　
玲華
 
祖先崇拝に見る日中の文化相違─盆と清明節を中心に─
吉田佑子
 
『一遍上人聖絵』の研究─一遍上人の念仏思想について─
若林祐輝
 
インドにおけるジェンダー問題と貧困
井上仁奈
 
曼荼羅の分類と九会曼荼羅の構成
内橋佳那子
 
大和政権と沖ノ島祭祀
小出
　
隼
 
漢代における書道芸術の発展について
阿久津佑太朗
 
ガンディーの断食
足立悠海
 
ヴィシュヌ神の化身
天野和貴
 
仏教の自殺観研究史
海老原悠樹
 
伊藤仁斎 思想
大石
　
楓
 
大正ロマンの誕生─女性ファッションから見る─
上村美月
 
説話集における教訓の比較
小山
　
穣
 
マテオ＝リッチの中国キリスト教布教と典礼問題の考察
戸田雅也
 
仏教徒笮融
　
後漢から三国時代にかけての仏教
中山桃子
 
日韓大衆文化の交流の変遷
初芝菜摘
 
日本企業のアジア進出について
福田玲奈
 
儒教社会で発揮される女性の母性の在り方
 
　
  ── 『華陽国志』から女性の生き方を考える
柳田優吾
 
中世西洋と仏教のつながり
 
　
  ─イエズス会宣教師は仏教とどのような関係
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築いたか─
伊藤
　
瞳
 
インド経済の発展について
大隅桃子
 
日本人のイスラーム観
岡本拓海
 
現代インドにおける本質的な音楽の追究の方法
小見寺遥
 
インド映画における女性像の変遷
片山百恵
 
『三字経』にみる教育思想について
菊川紘子
 
文献における地獄の描写
小澤すず
 
瞑想、マインドフルネスの影響とその意義
齋藤のどか
 
仏教大国タイにおける王室信仰
申
　
成剛
 
高麗八万 蔵経とその雕造の理由 ついての研究
平
　
将也
 
孫氏の与えた影響とその需要─きぎょうの経営者を中心に─
田中美里
 
イスラム圏 見られる女性の権利─イラ 女性とヴェール─
大門
　
宝
 
朱子の仏教批判
山本実優
 
日本の婚礼における歴史とその特性
石井慶太
 
戦時中における鈴木大拙の思想
岸なつみ
 
キリスト教が中国に入って与えた影響
千葉大輔
 
インドにおける蛇の神格化と変容
中野双
 
台湾の道教 ついて
伊藤真三子
 
アンベードカルの仏 改宗について
岩永包乃華
 
インドにおける食文化の変容─植民地期 通して─
加藤
　
貴
 
『呉子』の兵法書研究─ 『呉子』の現代における有用性について─
亀山瑠花
 
李白
　
妻への想い
藤田愛弓
 
イスラーム国は国家なのか
古川忠彦
 
日本とインドの民話における動物比較とそこから読み取れる文化
村田啓輔
 
一乗思想における
dharm
adhatu の意義
茂木美佐緒
 
インドにおける女性問題とその取り組み
渡辺早紀
 
『論語』から学ぶ働き方
上田
　
光
 
高啓小考～ 「尋胡隠君」を中心に～
高嶋佳紀
 
朱子・王陽明の聖人観比較
浅見有美
 
陶淵明と桃花源記～淵明はどのような思いで書たのか～
鈴木直人
 
『郁迦羅越問菩薩行經』
G
r4hapaty-ugra-paripr4c-
cha における布施
dana
引橋拓也
 
破僧法勅におけるアショーカと部派分裂の関係性
植村理子
 
熊野修験と熊野詣との結びつき─民衆にとっての熊野の地とは─
神戸智佳
 
五代・北宋における山水画の隆盛 その理由
山田百香
 
ヨーガの研究─インド古来のヨーガと現代日本でのヨガから─
奥野絢子
 
性産業で働くタイの女性たち
今井晟人
 
人工知能が宗教に与える影響
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大石早希
 
明治期以降の漢文教育の変遷
 
　
  ─
こ
れ
か
ら
の
漢
文
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る─
金山恭平
 
国民食カレーライスの誕生について
斉藤
　
拓
 
葬儀における読経の機能
千葉芳輝
 
中世アフガニスタンにおける
䅳那天神信仰とその
寺院の特定
成澤茉由
 
動物神信仰からみる日本における馬頭観音信仰の変容と普及の要因
泉菜々歩
 
李白と酒からみる李白の人生観
森田健斗
 
朱子の社倉の意義と影響
山口華織
 
仏教における女性観
井上るか
 
ジャータカの考察─価値観を探る─
柴崎郁江
 
古代の浦島伝説と神仙思想との関係性
佐々木彩絵
 
安倍晴明とその生涯
太田将平
 
『ミリンダ王の問い』にみるインド
- ギリシア間の
思想交流
〈Ⅱ部〉杉山陽子
 
ハタ・ヨーガの伝統─主要
3文献の比較─
廿樂銀次
 
カースト制度における不可触民 現状
野村淳哉
 
『中庸章句』の聖人と禅宗の仏性
長谷田航大
 
法然について─生涯と専修念仏を中心として─
稗田
　
瞬
 
「日本人の死生観」～古代から中世の文献を中心に～
樋口将克
 
三国志演義で描かれている諸葛亮
古内成典
 
古ウパニシャッドにおけるヨーガ行法とその萌芽
山口
　
満
 
高適における「知己」の表現について
伊藤萌子
 
弥勒仏像の信仰と図像的特徴の関係性─中国と日本の作例を中心に─
石黒未樹
 
和様書道の歴史的変遷とその意義
手塚雅世
 
役行者伝承─ 『私聚百因縁集』と『元亨釈書』を中心にして─
石田一貴
 
宗教の終末思想と政治の関係
金子友紀
 
龍信仰の東西比較文化論
高戸隆太郎
 
日本建築から見た「日 らしさ」
大学院インド哲学仏教学専攻修士論文谷釜智洋
 
真宗の「皇道仏教」化に関する研究─真宗大谷派の布教冊子『御大典と真宗』にみる「真俗二諦論」の検証─
大学院中国哲学専攻修士論文豊田尚徳
 
康有為の大同思想形成の過程
常天天
 
巴金『寒夜』研究──「好人」にもたらされる悲劇の意味
─ 57 ─
車暁威
 
魯迅の散文詩集『野草』の生命哲学について
龐
　
芮
 
郁達夫初期作品に描かれた女性像
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